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 要  旨 
画像や音楽といったマルチメディアデータが大量に蓄積されたデータベースに対し，画像や音楽
の内容に基づく検索を高速に行いたいという要求がある．検索を効率的に行うための索引構造と
して, R-tree, SR-tree, LSHなど, 様々な手法が提案されている. これらの索引構造のほとんどは, 
ある特定の距離関数(通常はユークリッド距離)を用いての検索を想定している. しかし, 類似度
によっては距離の公理を満たさないものも多く存在し, 従来の手法が適用できないことも多い. 
本研究ではそのような距離の公理を満たさない類似度に適用でき, 高速かつ高精度な類似検索を
実現する索引構造を目指す.  
本研究では, まず, 金城らの手法(以下, 従来手法)を用いてクラスタリング実験を行い, クラス
タの分析を行った. 作成されたクラスタを類似度や, 類似度のランクの観点から分析した. その
中で, 作成されたクラスタには他の要素とは大きく異なるノイズとなる要素が含むことを確認し
た. この問題に対し, クラスタ内に含まれる画像の類似度ランクの最大値に着目し,マージ処理を
改良した新たなクラスタリング手法(以下, 改良手法)を提案した. 改良手法の評価のため, 34000
枚の領域画像データを用いてクラスタ作成実験を行い, 孤立点の個数とクラスタ内に含まれる類
似度ランクの最大値について, 従来手法との比較を行った.  
さらに, 作成したクラスタを利用して検索実験を行った. 1000 枚のクエリを用意し, 各クエリに
対し, 類似度が上位 l 以内の画像を取り出し, 再現率を算出し, 選択クラスタ数, 類似度計算回数, 
再現率の点から改良手法と従来手法の比較を行った. 実験の結果から改良手法を用いることによ
り, クラスタ内のノイズを減少させ, 高精度な検索を実現できることを示した. 
クラスタを用いた検索を更に高速に行う手法として, 階層的にクラスタを作成し, 上位層のクラ
スタと下位層のクラスタの情報を用いて検索を行う索引構造を提案した. 上位層クラスタを用い
た検索及び, 上位層クラスタと下位層クラスタを用いた検索を行い, 類似度計算回数, 再現率を
算出した. 実験の結果から, 類似度計算回数は大幅に削減され, 高速かつ高精度な検索が実行で
きることを示した. また, 索引構造の特徴を調べるため, 孤立点を除いたクエリ集合による実験
を行った. 実験の結果から, データベース内に似ている画像が含まれている場合, 本検索手法を
用いることにより, 非常に高い精度での検索が行えることを示した. 
 
